
20

日
本
の
温
泉
医
学
、

そ
の
新
時
代へ
の
起
点
を

古
書
か
ら
見
つ
け
る

N
P
O
法
人 

健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

常
任
理
事 

合
田
純
人

特
集

3

合
田
純
人（
ご
う
だ・す
み
と
）

１
９
４
９
年
、香
川
県
生
ま
れ
。１

９
８
６
年
設
立
の
健
康
と
温
泉
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
、世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）と

公
式
関
係
を
持
つ
国
際
温
泉
気
候
連
合
の
ア
ジ
ア・

太
平
洋
協
議
会（
F
A
P
A
C
）初
代
事
務
局
長
を

長
年
兼
務
。国
内
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア・
太
平
洋
地

区
の
温
泉
の
社
会
化
、疾
病
予
防
や
保
健
的
利
用
の

普
及・啓
蒙
に
携
わ
り
、積
極
的
に
温
泉
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
進
め
て
い
る
。国
内
で
は
自
治
体
の
委
員
な

ど
歴
任
。温
泉
地
の
広
域
連
携
や
産
官
学
の
立
体
的

な
研
究
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
や
、温
泉
療
養
の

医
療
費
控
除
な
ど
の
政
策
提
言
、温
泉
関
連
人
材
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。專
門
は
健
康
社
会
学

主
な
著
書「Therm

alism
 in Japan

」（
1
9
8
8

年
） 「
日
本
の
名
湯
百
選
」（
1
9
9
0
年
）「
新
・
湯

治
の
す
す
め
」（
2
0
0
9
年
）「
放
射
能
泉
の
安
全

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
共
著
）（
2
0
1
2
年
）

「
温
泉
か
ら
の
思
考（
共
著
）」（
2
0
1
2
年
）、「
温

泉
実
務
必
携（
共
著
）」（
2
0
1
6
年
）等

『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』と

『
日
本
鉱
泉
論
』

　
私
が
こ
の
二
冊
の
本
を
知
っ
た
の
は
、
故

大
島
良
雄
先
生
の
紹
介
だ
っ
た
。
明
治
13
年

発
行
の
『
日
本
鉱
泉
論
』
と
、
そ
の
著
者
で

あ
る
明
治
の
医
学
者
の
日
記
と
し
て
、『
ベ

ル
ツ
の
日
記
』を
ぜ
ひ
読
む
よ
う
に
と
紹
介

さ
れ
た
。
当
時
、
温
泉
の
こ
と
を
何
も
知
ら

な
か
っ
た
私
は
、
後
者
が
日
本
の
温
泉
の
素

晴
ら
し
さ
と
そ
の
医
療
や
保
養
へ
の
社
会
的

活
用
を
説
い
た
貴
重
な
本
だ
と
聞
き
、
本
棚

か
ら
小
さ
な
文
庫
本
を
手
に
取
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
故
大
島
良
雄
先
生
は
明
治
44
年
に
札
幌
で

生
ま
れ
、
名
付
け
親
は
あ
の
「
武
士
道
」
の

著
者
、
新
渡
戸
稲
造
で
あ
る
。
昭
和
９
年
東

京
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
医
学
部
教
授
と
し

て
、
信
州
大
学
、
岡
山
大
学
、
東
京
大
学
な

ど
各
地
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
。
ま
た
温
泉
や

リ
ウ
マ
チ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
東
洋
医
学
な
ど

の
学
会
の
会
長
を
さ
れ
な
が
ら
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
、
埼
玉
医
科
大
学
名
誉
病
院
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
後
に
私
が
所
属
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
初
代
会
長
及
び
名
誉
会
長
と
し
て
ご
活
躍
、

平
成
17
年
１
月
に
亡
く
な
る
ま
で
日
本
の
温

泉
医
学
の
伝
統
を
大
切
に
守
り
、
ま
た
人
間

と
し
て
も
誠
に
魅
力
あ
る
偉
大
な
日
本
人
で

あ
り
、
そ
し
て
医
学
者
で
あ
っ
た
。
先
生
と

初
め
て
練
馬
の
ご
自
宅
で
お
会
い
し
た
の
が
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『
日
本
鉱
泉
論
』

ベ
ル
ツ
、中
央
衛
生
会
、1
8
8
0
年

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
）

『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
、菅
沼
竜
太
郎
訳
、岩
波
書
店
、

1
9
7
9
年（
初
版
は
1
9
3
9
年
）

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
量
生
産
、
消
費
が

も
て
は
や
さ
れ
た
高
度
成
長
時
代
の
日
本
で

は
、
温
泉
も
消
費
財
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
明
治
以
降
１
５
０
年
、
日
本
が
近
代
国

家
へ
と
邁
進
し
た
中
で
、
日
本
人
と
温
泉
の

見
せ
る
景
色
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
か
、

日
本
の
近
代
医
療
の
進
化
の
中
で
、
い
か
に

日
本
の
伝
統
と
、
そ
の
心
、
そ
し
て
温
泉
医

学
が
埋
没
し
て
い
っ
た
の
か
、
温
泉
に
限
ら

ず
、
こ
の
古
書
の
意
味
す
る
急
激
な
近
代
化

と
そ
の
価
値
観
の
変
遷
に
よ
る
日
本
人
の
混

乱
、
そ
の
社
会
的
世
相
を
知
る
と
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
日
本
の
社
会
変
遷
な
ど
、
茶

飲
み
話
に
見
え
て
く
る
。
何
気
な
い
日
常
の

日
記
に
隠
さ
れ
た
ベ
ル
ツ
の
洞
察
力
は
、
日

本
人
が
置
き
忘
れ
て
き
た
「
何
か
」
を
気
付

か
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
「
何
か
」
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
。

も
し
も
草
津
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

あ
っ
た
と
し
た
ら

　
明
治
政
府
は
近
代
国
家
を
目
指
し
て
、
急

激
な
近
代
化
を
図
っ
た
。
西
欧
列
強
か
ら
基

本
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
社
会
制
度
や
シ
ス
テ

ム
を
学
び
、
模
倣
す
る
た
め
、
様
々
な
分
野

で
外
国
人
教
師
を
招
聘
し
た
。
医
学
教
育
に

お
い
て
は
、
長
崎
か
ら
蘭
学
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
た
幕
末
頃
か
ら
維
新
を
経
て
も
っ
ぱ
ら

イ
ギ
リ
ス
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

徐
々
に
幕
府
の「
医
学
所
」か
ら「
医
学
校
」

へ
の
変
遷
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
医
学
の
臨
床

医
学
教
育
か
ら
、
学
理
・
研
究
を
重
視
す
る

医
学
へ
と
移
り
変
わ
り
、
ド
イ
ツ
の
医
科
大

学
を
モ
デ
ル
と
し
た
組
織
改
革
が
進
ん
だ
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
ド
イ
ツ
か
ら
新
進

気
鋭
の
近
代
医
学
の
教
師
と
し
て
、
招
聘
さ

れ
た
医
師
の
一
人
で
あ
り
、
東
京
大
学
医
学

部
の
元
と
な
っ
た
東
京
医
学
校
の
内
科
教
授

に
明
治
９
年
に
就
任
し
た
の
が
そ
の
人
、
エ

ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
博
士
で
あ
る
。

当
時
弱
冠
27
歳
の
青
年
医
師
で
あ
っ
た
ベ
ル

ツ
博
士
は
52
歳
で
東
京
医
学
校
（
後
の
東
京

大
学
医
学
部
）
を
退
官
す
る
ま
で
の
約
25
年

間
、
我
が
国
の
特
異
な
水
田
作
業
で
の
寄
生

虫
病
や
風
土
病
の
研
究
と
と
も
に
、
も
と
も

と
鉱
泉
（
温
泉
）
の
持
つ
疾
病
予
防
、
予
防

医
学
的
な
研
究
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

火
山
国
で
あ
る
日
本
特
有
の
強
酸
性
泉
な
ど

に
間
近
に
出
会
っ
て
か
ら
日
本
の
温
泉
の
優

れ
た
医
療
や
保
養
効
果
を
主
な
研
究
対
象
と

し
た
。
東
京
で
政
界
や
皇
族
ま
た
は
企
業
の

お
抱
え
医
師
と
し
て
活
躍
す
る
と
同
時
に
、

草
津
温
泉
や
有
馬
温
泉
、
伊
香
保
温
泉
を
始

め
日
本
全
国
の
温
泉
地
を
訪
れ
、
そ
の
体
験

や
治
験
を
明
治
13
年
に
『
日
本
鉱
泉
論
』

（
中
央
衛
生
会
）
と
し
て
ま
と
め
た
。
特
に
、

そ
の
中
で
草
津
温
泉
に
関
し
て
「
草
津
に
は
、

無
比
の
温
泉
以
外
に
、
日
本
で
も
最
良
の
山

の
空
気
と
、
全
く
理
想
的
な
飲
料
水
が
あ
る
。

こ
ん
な
土
地
が
、
も
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ

た
と
し
た
ら
、
カ
ル
ル
ス
バ
ー
ド
（
現
在
の

チ
ェ
コ
に
位
置
し
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第

一
の
温
泉
保
養
地
）
よ
り
も
に
ぎ
わ
う
こ
と

だ
ろ
う
。『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』（
岩
波
文
庫
版
よ

り
）」と
書
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
温
泉
関

係
者
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
時
間
湯

（
高
温
浴
）
な
ど
当
時
の
日
本
の
温
泉
文
化

の
背
景
と
な
っ
た
仏
教
や
山
岳
信
仰
の
伝
統

的
な
風
習
な
ど
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
い
た
く
草
津
温
泉
が
気
に
入
っ
た

ベ
ル
ツ
博
士
は
、
そ
の
優
れ
た
高
原
的
保
養

環
境
、
気
候
的
環
境
を
活
か
し
、
世
界
的
な

温
泉
保
養
地
に
欠
か
せ
な
い
、
温
泉
医
学
研

究
所
や
療
養
施
設
を
建
設
す
る
よ
う
に
自
ら

の
患
者
だ
っ
た
高
官
や
企
業
家
を
通
じ
て
、

当
時
の
政
府
に
進
言
す
る
だ
け
で
な
く
、
草

津
温
泉
の
泉
源
の
権
利
や
、
温
泉
街
か
ら
す

こ
し
登
っ
た
、
高
原
地
区
の
広
大
な
土
地
を

自
費
で
購
入
し
た
り
し
た
。
し
か
し
、
地
縁

の
な
い
外
国
人
が
い
く
ら
旗
を
振
っ
て
も
、

地
元
の
特
に
保
守
的
な
地
主
や
温
泉
旅
館
の

経
営
者
が
反
対
し
、
実
現
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

昭
和
60
年
で
、
そ
の
年
が
、
結
果
的
に
私
の

温
泉
元
年
と
な
り
、
以
降
30
数
年
、
平
成
が

終
わ
り
、
新
た
な
年
号
で
温
泉
新
時
代
を
迎

特集 日本の温泉医学、その新時代への起点を古書から見つける3
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1
8
9
1
年

（
明
治
24
）夏
、

草
津
を
訪
れ
た

ベ
ル
ツ
博
士（
左
端
）。

一
井
旅
館

（
現
ホ
テ
ル
一
井
）に
て
。

所
蔵
：
ホ
テ
ル
一
井

結
果
的
に
、
ベ
ル
ツ
の
構
想
に
理
解
を
示
し

て
温
泉
保
養
地
の
計
画
の
見
直
し
が
始
ま
っ

た
の
は
、
ベ
ル
ツ
博
士
が
ド
イ
ツ
に
帰
国
す

る
直
前
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
の

生
々
し
い
話
を
、
代
々
、
草
津
温
泉
の
地
主

で
町
長
な
ど
し
て
い
た
家
系
で
、
学
生
を
連

れ
て
温
泉
療
養
の
実
習
の
た
め
、
た
び
た
び

草
津
温
泉
に
滞
留
し
た
故
大
島
良
雄
先
生
の

無
二
の
親
友
で
あ
る
故
中
沢
兆
三
氏
に
直
接

お
う
か
が
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
沢
氏

の
祖
父
が
当
初
、
強
固
に
反
対
し
た
の
だ
と

い
う
。
だ
が
、
改
め
て
、
ベ
ル
ツ
の
理
想
を

実
現
し
よ
う
と
、
高
原
に
ホ
テ
ル
や
日
本
初

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
た
り
、
温
泉
研
究
所

を
自
費
で
運
営
し
た
り
、
ベ
ル
ツ
の
理
想
を

実
現
し
よ
う
と
し
た
。
も
う
ひ
と
り
の
明
治

生
ま
れ
の
日
本
人
が
い
た
の
だ
。

伝
統
的
温
泉
療
法
が

消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る

　
ベ
ル
ツ
博
士
の
意
志
を
引
き
継
い
だ
の
は
、

草
津
温
泉
の
故
中
沢
兆
三
氏
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
昭
和
元
（
1
9
2
6
）
年
、
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
に
温
泉
気
候
物
理
医
学
を
研

究
す
る
内
科
物
理
療
法
学
講
座
が
創
設
さ
れ
、

ベ
ル
ツ
博
士
の
温
泉
医
学
研
究
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
我
が
国
の
国

立
大
学
に
お
け
る
温
泉
医
学
研
究
を
柱
の
一

つ
と
す
る
近
代
講
座
の
始
ま
り
で
、
講
座
主

任
に
は
、
ベ
ル
ツ
博
士
の
出
身
国
ド
イ
ツ
で

温
泉
医
学
、
放
射
線
医
学
を
研
鑽
し
て
き
た

真
鍋
嘉
一
郎
教
授
が
就
任
し
た
。
そ
の
後
、

三
沢
敬
義
教
授
そ
し
て
大
島
良

雄
先
生
と
引
き
継
が
れ
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
1
9
9
8
年
、

内
科
再
編
成
に
伴
い
、ア
レ
ル

ギ
ー
・
リ
ウ
マ
チ
内
科
と
な
っ

て
、
同
講
座
は
消
滅
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
大
学
、
九
州
大
学
、

群
馬
大
学
、
岡
山
大
学
ほ
か
全

国
の
温
泉
地
に
あ
っ
た
大
学
附

属
温
泉
研
究
所
も
次
々
閉
鎖
さ

れ
、
今
日
で
は
日
本
の
伝
統
的

温
泉
療
法
が
大
学
医
学
教
育
の

臨
床
医
学
か
ら
忘
れ
去
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
ベ
ル
ツ
博
士
の

蒔
い
た
日
本
の
温
泉
医
学
の
伝

統
が
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
主
な
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
明
治
政
府
の
新
し
い
近
代
的
医

療
制
度
で
あ
る
「
医
制
」
で
の
伝
統
医
学
の

切
り
捨
て
政
策
だ
っ
た
。
日
本
の
近
代
化
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
伝
染
病
な
ど

が
迷
信
や
信
仰
な
ど
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
薬
草
や
漢
方
、
温
泉
や
禊
、

水
行
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
も
の
を
全
面
否

定
し
、
西
洋
医
学
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
知

識
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
み
国
家
が
認
め
る
医

学
と
し
て
手
厚
く
育
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
自
然
に
寄

り
添
う
日
本
の
伝
統
や
風
習
、
貝
原
益
軒
の

『
養
生
訓
』
な
ど
の
優
れ
た
教
え
な
ど
、
日

本
人
を
支
え
た
精
神
文
化
ま
で
否
定
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
日
本
の
伝
統
を
守
っ
て
き
た
知
識

『
古
書
に
見
る
温
泉 

私
の
温
泉
史
ノ
ー
ト
抄
』

野
口 

冬
人
、現
代
旅
行
研
究
所
、

2
0
0
4
年

『
ベ
ル
ツ
日
本
文
化
論
集
』

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
、東
海
大
学
出
版
会
、

2
0
0
1
年

『
新
版
日
本
の
温
泉
地 

そ
の
発
達
・
現
状
と
あ
り
方
』

山
村
順
次
、日
本
温
泉
協
会
、

1
9
9
8
年

『
ベ
ル
ツ
と
草
津
温
泉
』

市
川
善
三
郎
、あ
さ
を
社
、

1
9
8
0
年
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人
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
）
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
ま
さ
に
１
８
０
度
の
大
転
換
を
す
る
こ

と
で
社
会
的
地
位
を
保
証
さ
れ
、
生
き
残
る

よ
う
な
有
様
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
に

関
し
て
、
ベ
ル
ツ
博
士
が
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
（
文
語
体
は
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、

筆
者
が
一
部
省
略
し
て
口
語
体
で
翻
訳
し
て

い
る
）

「
日
本
人
は
、
幕
末
か
ら
維
新
と
わ
ず
か

10
年
前
に
あ
っ
た
封
建
制
度
時
代
か
ら
、

（
い
っ
て
み
れ
ば
中
世
騎
士
時
代
の
文
化
状

態
に
あ
っ
た
の
が
）、 

数
百
年
の
時
代
を
一

挙
に
飛
び
越
え
て
、
19
世
紀
に
飛
び
乗
っ

て
全
て
の
知
識
や
科
学
的
成
果
を
即
座
に
、

自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。」

「
そ
し
て
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
培
っ
て

き
た
知
識
や
文
化
を
教
え
る
た
め
に
招
聘

さ
れ
た
我
々
は
、
日
本
人
を
こ
き
下
ろ
し
、

あ
る
い
は
、
日
本
を
賞
賛
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
無
知
に
さ
え
お
べ
っ
か
を
使
っ

て
い
る
。
外
国
人
教
師
の
使
命
を
見
直
す

べ
き
人
た
ち
が
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
我
々
だ
け
で
な
く
日
本
人
に
も
不
敬
な

人
々
が
多
く
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

西
欧
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
だ

が
、
日
本
人
は
自
分
自
身
の
過
去
に
持
っ

て
い
た
知
識
を
全
否
定
し
、
そ
の
こ
と
を

信
念
と
し
て
重
ね
て
き
た
知
見
や
理
論
に

つ
い
て
は
何
も
思
い
出
し
た
く
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
教
養
人
た
ち
は
そ
れ
を
恥

じ
て
さ
え
い
る
。
『
い
や
、
何
も
か
も
す

べ
て
野
蛮
で
し
た
』、『
我
々
に
は
歴
史
は

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
歴
史
は
今
、
始
ま

る
の
で
す
』
と
い
う
知
識
人
さ
え
い
る
。」

　 「
こ
の
よ
う
な
事
は
急
激
な
変
化
・
変
質

に
対
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
自
然
な
反
発

か
ら
起
こ
り
得
る
こ
と
と
は
理
解
で
き
る

が
、
正
直
、
大
変
不
快
な
感
情
が
湧
い
て

く
る
。
日
本
人
た
ち
が
自
分
の
培
っ
て
き

た
文
化
や
環
境
を
自
己
否
定
し
、
軽
視
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
私
達
の
信
頼

や
理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に

今
の
日
本
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
の
は

日
本
文
化
が
持
つ
す
べ
て
の
貴
重
で
大
切

な
も
の
は
何
か
を
検
証
し
、
そ
れ
を
現
在

と
将
来
を
つ
な
ぐ
大
切
な
も
の
と
し
て
大

切
に
育
て
、
こ
と
さ
ら
ゆ
っ
く
り
と
慎
重

に
適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
の
だ
。
」

　
改
め
て
明
治
1
5
0
年
に
あ
た
る
2
0
1

8
年
、
温
泉
医
学
は
西
欧
や
日
本
で
も
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
自

然
医
学
（
森
林
浴
、
海
浜
や
山
岳
地
で
の
気

候
療
法
、
温
泉
療
法
、
漢
方
治
療
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど
の
物
理
療
法
）
が
近
代
医
学
と
併

用
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
費
な
ど
の
高
騰
で
、

温
泉
療
養
へ
の
社
会
保
障
費
が
削
減
さ
れ
、

ま
た
従
来
の
温
泉
療
養
の
適
応
症
に
優
れ
た

新
薬
が
開
発
さ
れ
、
温
泉
医
学
の
活
躍
す
る

伝
統
的
な
保
養
地
が
療
養
地
か
ら
休
養
地
も

し
く
は
観
光
地
へ
と
大
き
な
転
身
を
図
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ク
ア
（
療
養
）
か
ら
ウ
エ
ル

ネ
ス
（
健
康
増
進
）
へ
移
行
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
そ
の
次
の
世
界
「
ポ
ス
ト
・
ウ
エ
ル

ネ
ス
」
を
見
据
え
、
自
然
と
一
体
化
し
、
心

身
（
心
と
体
）
、
ソ
ウ
ル
（
魂
）
再
生
の
装

置
と
し
て
の
伝
統
を
持
つ
日
本
の
温
泉
地
と

そ
の
文
化
が
世
界
的
に
熱
い
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
日
本
の
温
泉
の
真
価
が
試
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
温
泉
医
療
の
近
代
化
へ
の

示
唆
の
み
な
ら
ず
、
確
固
た
る
伝
統
と
文
化

及
び
信
念
を
失
う
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘
し

て
い
る
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
は
、
上
下
２
冊

の
薄
い
文
庫
本
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
故
大

島
良
雄
先
生
が
貫
い
た
信
念
と
人
と
し
て
の

生
き
方
を
改
め
て
思
い
出
し
、
「
日
本
人
が

置
き
忘
れ
て
き
た
大
切
な
何
か
」
を
考
え
る

大
切
な
古
書
と
な
っ
て
い
る
。

『
日
本
鑛
泉
誌
』（
上
巻
）

内
務
省
衛
生
局
編
、報
行
社
、1
8
8
6
年

『
温
泉
案
内
』

鉄
道
省
、鉄
道
省
、1
9
3
1
年

『
温
泉
か
ら
の
思
考 

温
泉
文
化
と
地
域
の
再
生
の
た
め
に
』

合
田
純
人 

森
繁
哉
、新
泉
社
、2
0
1
1
年

『
写
真
記
録 

日
本
の
温
泉
』

写
真
記
録
刊
行
会 

編
、

日
本
ブ
ッ
ク
エ
ー
ス
、2
0
1
2
年

『
日
本
温
泉
大
鑑
』

日
本
温
泉
協
會 

編
、博
文
館
、1
9
4
1
年

特集 日本の温泉医学、その新時代への起点を古書から見つける3


